
研究開発目的
利用者・評価者の双方にとって負担が軽く、多
職種間で情報共有が可能であり、健常の時期
から人生の最終段階まで時系列的にフレイルティ
を評価できる汎用性の高い指標が求められてい
ます。
本研究は、フレイルティの定量化に加えて内在的
能力も評価できる新しい指標(FR-IC Index)
を開発することにより、保健・医療・介護分野に
おいて、個人のもちうる能力や資源を生かした包
括的フレイルティ対策を展開することを目標としま
す。

内在的能力も評価可能なフレイルティ指標の多職種連携開発
国立長寿医療研究センター・大塚 礼（2024年度～2025年度）

6つの内在的能力

• 多職種､非専門職でも評価可
• 利用者と評価者双方の負担が少ない
フレイルティ評価票の特徴

• フレイルティ累積数に加えて内在的
能力も評価可

• 健常から人生の最終段階まで
時系列的に評価可

今後の展開
指標を学術発表し、利用てびきを公開します。

成果
予測能に優れた指標を開発中です。

取り組み
保健事業、医療現場、介護現場などの様々な
場面で、多職種が利用可能な指標を目指します。


